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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
寮
３
月

下
旬
に
完
成

石
巻
で
は
復
興
公
営
住
宅
へ
の
入

居
も
始
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
石

巻
専
修
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
１

５
０
人
収
容
の
学
生
寮
の
建
設
が
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
３
月
下
旬
に
は

竣
工
致
し
ま
す
。

学
内
で
暮
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

ゼ
ミ
や
研
究
室
で
の
活
動
、
運
動
部

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
参
加
が
よ
り

活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
寮
の
食
堂
に
は
パ
ン
工

房
も
併
設
さ
れ
る
の
で
、
近
隣
の
市

民
も
含
め
て
、
学
内
外
の
皆
様
に
焼

き
た
て
の
パ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

１
月
に
は
学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
で
き
、
学
用
品
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品
も
学
内

で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
生

諸
君
の
生
活
も
一
層
便
利
に
な
り
ま

す
。週

末
や
休
暇
期
間
中
も
開
店
し
ま

す
の
で
、
熱
心
に
勉
強
を
す
る
諸
君

や
課
外
活
動
に

励
む
諸
君
の
助

け
と
な
る
で
し

ょ
う
。

２
０
１
５
年

中
に
は
仙
石
線

も
全
線
開

通

し
、
大
学
の
近

く
に
三
陸
道
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
も
新
設
さ

れ
る
の
で
、
通
学
の
便
も
大
き
く
改

善
さ
れ
ま
す
。

腰
を
据
え
た

改
革
を
行
う

４
月
に
は
、
新
設
さ
れ
た
特
待
生

入
学
試
験
と
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
学
試

験
に
合
格
し
た
諸
君
が
入
学
し
て
き

ま
す
。
こ
う
し
た
諸
君
を
は
じ
め
と

し
て
、
本
学
に
入
学
し
て
く
る
学
生

た
ち
を
丁
寧
に
教
育
し
て
社
会
に
送

り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
の

開
始
を
め
ざ
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
訂
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
腰
を

据
え
た
改
革
を
行
う
予
定
で
す
。
ま

た
、
職
員
研
修
の
成
果
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
改
革
提
案
に
も
教
員
と
職

し
ん

し

員
が
一
体
と
な
っ
て
真
摯
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
連
携

新
し
い
教
育

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、

地
域
と
の
連
携
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
て
、

本
年
度
中
に
複
数
の
高
等
学
校
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
、

地
域
の
教
育
機
関
と
連
携
し
た
新
し

い
教
育
の
形
を
つ
く
り
出
し
て
い
き

ま
す
。

石
巻
専
修
大
学
は
大
震
災
の
被
災

地
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、
復
興
を
目

指
し
た
長
い
闘
い
を
始
め
て
い
ま

す
。
前
例
の
な
い
試
み
で
す
が
、
こ

う
い
う
時
に
こ
そ
オ
ー
ル
専
修
の
伝

統
が
輝
き
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
」（
主
催

∥
社
会
人
基
礎
力
協
議
会
、

共
催
∥
経
済
産
業
省
）
の
北

海
道
・
東
北
地
区
予
選
会

（
１１
月
３０
日
、仙
台
市
・
Ｔ
Ｋ

Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
）

で
、
経
営
学
部
・
山
崎
泰
央

ゼ
ミ
の
グ
ル
ー
プ
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
同
ゼ
ミ
と
し
て

２
年
連
続
と
な
る
決
勝
大
会

（
２
月
２６
日
、
東
京
）
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

出
場
し
た
の
は
相
原
拓
弥

さ
ん
（
３
年
次
・
宮
城
県
仙

台
商
業
高
）、須
藤
真
美
さ
ん

（
２
年
次
・
宮
城
県
古
川
黎

明
高
）、畠
山
美
穂
さ
ん
（
２

年
次
・
宮
城
県
登
米
高
）、吉

さ

き

久
幸
希
さ
ん
（
２
年
次
・
神

奈
川
県
湘
南
高
）
の
４
人
。

同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
全
国
の

大
学
生
が
６
地
区
に
分
か

れ
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み

や
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
。
社
会

人
基
礎
力
の
成
長
や
知
識
の

深
ま
り
が
審
査
さ
れ
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
８
チ
ー
ム

（
関
東
、
近
畿
地
区
は
２
）

が
決
勝
大
会
に
進
出
し
、
最

高
賞
で
あ
る
「
社
会
人
基
礎

力
大
賞
」
を
目
指
す
。

４
人
は
「
シ
ャ
イ
ン
ズ
シ

ャ
ド
ウ
～
被
災
者
を
支
え
る

大
き
な
影
～
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
。「
被
災
地
を
つ
な
ぐ
こ

と
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

こ
と
」
を
目
的
に
ゼ
ミ
で
取

り
組
ん
で
い
る
「
リ
ン
ク
ハ

ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
２
つ
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

チ
ー
ム
を
支
え
た
相
原
さ

ん
は
「
心
地
よ
い
緊
張
感
の

な
か
、
自
分
た
ち
の
活
動
を

発
表
で
き
た
こ
と
は
、
刺
激

に
な
っ
た
。
誰
も
が
で
き
る

経
験
で
は
な
く
、
貴
重
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

他
の
メ
ン
バ
ー
も
「
他
チ

ー
ム
の
発
表
や
内
容
を
見
て

学
ぶ
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
」

（
畠
山
さ
ん
）
、
「
分
か
り
や

す
く
物
事
を
伝
え
る
の
は
難

し
く
、
今
ま
で
に
な
い
勉
強

に
な
っ
た
」（
須
藤
さ
ん
）
、

「
す
べ
て
を
出
し
切
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
経
験
を
全
国
大

会
で
生
か
し
た
い
」（
吉
久
さ

ん
）
と
感
想
を
述
べ
た
。

人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
２
年
次
生
９
人
が
、
保
育

実
習
に
向
け
た
教
材
研
究
を

行
っ
た
。
３
年
次
科
目
の「
保

育
実
習
Ⅰ
」
に
向
け
た
事
前

指
導
（
全
１５
回
）
の
一
環
と

し
て
開
講
さ
れ
た
講
義
で
、

講
師
に
石
巻
市
立
井
内
保
育

所
で
働
く
現
役
の
保
育
士
を

招
き
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち

が
親
し
ん
で
い
る
わ
ら
べ
歌

や
教
材
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

教
材
研
究
は
２
回
実
施
さ

れ
、
１２
月
１０
日
の
第
２
回
で

は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
廃

材
を
利
用
し
た
教
材
作
り
を

行
っ
た
。

学
生
た
ち
は
色
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
を
考
え
、
創
意
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
コ
ミ
カ
ル

に
動
く
教
材
を
作
成
。
完
成

し
た
教
材
を
用
い
て
子
ど
も

の
心
を
と
ら
え
る
授
業
を
体

験
し
た
。

１２
月
４
日
、
理
工
学
部
食

環
境
学
科
１
年
次
生
が
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
缶
詰
作
り
に
挑

戦
し
た
。
こ
れ
は
同
学
科
の

必
修
科
目
「
食
環
境
学
実
習

Ｉ
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
。
参
加
し
た
学
生
１８

人
は
鈴
木
英
勝
准
教
授
の
指

導
の
も
と
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

の
下
ご
し
ら
え
か
ら
缶
へ
の

封
入
・
加
熱
殺
菌
ま
で
、
一

連
の
工
程
を
体
験
し
た
。

同
科
目
の
目
的
は
、
体
験

的
学
習
を
通
じ
て
食
と
環
境

に
対
す
る
学
生
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
。
環
境
に
つ
い
て

も
、
海
辺
で
の
生
態
系
調
査

な
ど
の
野
外
実
習
を
取
り
入

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
身
近

な
食
品
の
成
分
分
析
や
地
元

か
ら
要
望
の
多
い
水
産
加
工

品
の
試
作
実
習
な
ど
も
行
う

予
定
だ
。

理
工
学
部
機
械
工
学
科
の

専
門
科
目
「
工
作
実
習
Ⅱ
」

で
、
自
転
車
の
分
解
・
組
み

立
て
実
習
が
行
わ
れ
た
。
実

習
は
１２
月
５
、
１２
日
の
２
日

間
、
工
作
試
験
セ
ン
タ
ー
で

実
施
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
日

ご
ろ
か
ら
利
用
し
て
い
る
自

転
車
を
よ
く
観
察
し
、
各
部

品
の
構
造
や
取
り
付
け
の
順

番
な
ど
を
記
録
。
元
通
り
に

組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
注

意
を
払
っ
て
作

業
し
た
。

こ
の
科
目
は

同
学
科
の
１
年

次
生
全
員
が
履

修
し
、
実
習
を

通
し
て
機
械
工

作
の
基
礎
技
能

を
学
ぶ
。
ネ
ジ

加
工
な
ど
工
作

機
械
を
用
い
た

実
習
や
ロ
ボ
ッ

ト
の
設
計
・
製

作
も
行
わ
れ
、

学
生
た
ち
は
工

作
に
対
す
る
理

解
を
深
め
た
。

「
石
巻
専
修
大
学
と
圏
域

首
長
・
議
長
懇
談
会
」
（
㈶

石
巻
地
域
高
等
教
育
事
業
団

主
催
）
が
１２
月
２
日
、
本
学

で
開
催
さ
れ
た
。
坂
田
学
長

を
は
じ
め
各
学
部
長
、
研
究

科
長
ら
と
、
石
巻
圏
域
（
石

巻
市
、
東
松
島
市
、女
川
町
）

の
自
治
体
の
市
長
、
町
長
、

議
会
議
長
が
一
堂
に
会
し
、

大
学
と
地
域
自
治
体
と
の
連

携
・
協
力
体
制
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
た
。
本
学
か
ら

は
２
０
１
４
年
度
の
特
色
あ

る
取
り
組
み
を
報
告
。
首
長

・
議
長
か
ら
は
、
震
災
か
ら

の
復
興
に
向
け
た
地
域
と
連

携
し
た
活
動
へ
の
期
待
や
、

教
育
研
究
の
更
な
る
協
力
を

求
め
る
意
見
な
ど
が
提
案
さ

れ
た
。

自
転
車
の
分
解

組
み
立
て
学
ぶ

◇
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
◇

２年連続決勝大会へ
山崎ゼミ 地区予選会で優秀賞

工
作
実
習
Ⅱ

▲ 山崎教授（左端）とともに坂田学長

（右端）に結果を報告

学ぶ環境をより良く

石巻専修大学長 坂田隆 ２０１５年頭の抱負

▶

丁
寧
に
自
転
車
を
組
み

立
て
る
学
生
た
ち

パイナップル缶詰作りに挑戦

食環境学科１年次生

人
間
教
育
学
科

２
年
次
生
９
人

保
育
士
招
き
教
材
研
究

▲ パイナップルの芯をくり抜く

▲ 作成した保育教材で実演

圏
域
懇
を
開
催

▶

大
学
の
取
り
組
み
を

報
告
す
る
坂
田
学
長
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